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(1)金メッキを施していない場合，いずれの金属材料も H2S や CH3SH と反応し，試験片表面全体
に金属硫化物（硫化鉄:FeS，硫化銅:Cu2S，硫化ニッケル:NiS）が生成される． 
(2)CH3SH 反応率はいずれの金属でも H2S 反応率と比較して高い値を示し，且つ CH3SH を用い
た試験前後の質量変化は H2S を用いた試験と比較して約 1～3 倍大きいことから，CH3SH は
H2S と比較して金属に吸着しやすいことが判明した．ただし，金属硫化物の深さに対する
CH3SH は H2S 影響の差異は確認されていない． 
(3)金属の材料強度はサルファアタックの影響により Inconel600 では伸びが約 65%，SMC では
最大引張応力が約 8%低下し，これらの原因は硫黄脆化であると考えられる． 
(4)SMC や OMC は金メッキを施した場合，金メッキを施していない場合と比較して H2S 反応率
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